





































低準位 ( yo｡準位 )は5cmpl程度のバンド幅をもつ Frenkelexcitonで,バンド内での緩和
が非常に遅いと考えられている0 本研究では,NaN02のyoo準位の緩和の特徴を調べるため
に, yoo準位に関する二次発光のスペクトル及び時間応答の温度依存性を測定した｡
通常発光のバイブロニック線は,温度上昇とともに y｡.準位の状態密度を反映した非対称な
形状から幅の広いガウス型-と移行 し,phonon散乱により〃oo準位の緩和が促進されていく
様子を示すOまた,2Kにおけるyoo準位の晦射寿命は約300nsと見積られる｡実測の寿命は
約7nsで2桁程度短いことから,無頼射過程によって発光寿命が支配されていることがわかっ
た｡
･oo準位の低エネルギー側を励起 した場合,共鳴二次発光スペクトルは,2Kでは励起エネ
ルギーとともにシフトする"ラマン的 〝成分のみから成るが,4.5Kより高温ではシフトしな
いルミネッセンス成分も現れる｡10K位までは,ルミネッセンス成分の強度は温度 とともに
exp(-AE/kT)で増大し,活性化エネルギー AEが非共鳴エネルギーにほぼ一致する. 10
K以上では,ルミネッセンス成分の強度がさらに増大し,スペクトル幅も広がる｡他方"ラマ
ン的 〝成分の強度は10K以上で急激に減少する｡これらのことから10K位まではone-phonon
processが支配的であり,それより高温ではさらに multi-phononprocessが リ｡o準位の
緩和に寄与 してくると考えられる｡
また,発光の時間応答測定により2-10Kでは"ラマン的 〝成分は励起パ ルスと同程度の速
い散乱的成分と,約 5nsの寿命をもつホットルミネッセンろ成分に分解される｡そして, 10
K以上ではホットルミネッセンス成分の寿命が温度上昇とともに次第に短くなっていく｡この
こともyoo準位の緩和に対する multi-phononprocessの影響を反映していると考えられる｡
5･KI中におけるS;中心の発光機構
岸 上 徹
KI中におけるS;中心 (KI:S言)の二次発光には,ordinaryluminescence(OL),
resonantRamanscattering (RRS)の二成分が共存することが知られている｡01.は緩
和励起状態からの発光, RRSは緩和を伴わない散乱であるo基底状態2ngから励起状態2ng
に光励起されたS;分子は,母体(KI)のフォノンと相互作用しながら分子内振動準位を緩和
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